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各 位 
 

会 社 名 三光合成株式会社 

代 表 者 代表取締役社長    黒田健宗 

(コード番号 7888) 

問合せ先 取締役常務執行役員 芹川 明 

(TEL 0763-52-7105) 

 

 

新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書 

 

 当社は、2022年５月31日時点において、プライム市場の上場維持基準に適合しない状態に

なりました。下記の通り、上場維持基準の適合に向けた計画書を作成しましたので、お知ら

せいたします。別添の「新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書（補足資料）」と 

併せて、ご参照下さい。 

 

記 

 

１．当社の上場維持基準の適合状況及び計画期間 

当社の2022年５月31日時点におけるプライム市場の上場維持基準の適合状況は、以下の通 

りとなっており、「流通株式時価総額」については基準を充たしておりません。当社は、 

「流通株式時価総額」に関して、2026年５月末までに当該市場の上場維持基準を充たす様に

各種取組を進めてまいります。 
 

 株主数 

（人） 

流通株式数 

（単位） 

流通株式時価総額 

（億円） 

流通株式比率 

（％） 

当社の状況 7,179 240,350 81.52 78.3 

上場維持基準 800 20,000 100 35.0 

計画書に記載の項目   〇  
 

当社の適合状況は、東京証券取引所が2022年５月31日時点で把握している当社の株式

分布表等をもとに算出を行ったものです。 

 

２．上場維持基準の適合に向けた取組の基本方針 

   上場維持基準において「流通株式時価総額」が未達成でしたが、この改善については、流 

通株式数及び時価総額の増加が必要であります。 

   流通株式数の増加については、非流通株式に分類される法人保有の株式に関して、株主様 

との対話を通じて保有株式の縮減対応を行うことにより、流通株式比率は増加していく見込 

みであります。 

時価総額の増加については、継続的な業績の向上及び市場評価の拡大により上昇を図って 

  いきます。より付加価値の高い製品や金型の受注活動を積極的に行うとともに、安定した収 

益構造の確保と経営体質の強化を図ってまいります。 
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３．中長期の取組内容 

※詳細は「新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書（補足資料）」をご参照下さい。 

①企業価値の向上（業績の向上）   

   当社の主要顧客である自動車業界においては、100年に１度の大変革期と言われており、 

それを受けて当社においても大きなビジネスチャンスがあるものと認識しております。これ 

を見据え、厳しい環境下においても国内外において様々な投資をしてまいりました。これら 

が今後の業績に寄与してくるものと考えております。また、プラスチックの成形品及び金型 

の製造・販売のみならず、上流の開発及び設計段階から参入することにより、これまで以上 

に付加価値の高い製品の受注の可能性が高まります。更には、生産体制の整備を強化し原価 

低減を積極的に進めていき、収益の確保に取り組んでまいります。 

   これらを踏まえ、当社では「８・８・１０」を中長期の取組みの定量目標としております。 

   （売上高：８００億円、営業利益：８０億円、売上高営業利益率：１０％） 

   これらの目標達成時期を2028年５月期としております。 

   また、経過目標として2026年５月期の売上高営業利益率８％を掲げております。 

   これまでの受注製品と並行して、付加価値部品の受注に向けて営業強化をしていきます。 

  当社が営業力を強化し、受注増を目指す製品の候補としては、金型、事業のソフト化（製品 

設計、テックショップ）、メカトロ装置、金型部品、自動車機能部品、外装塗装等です。 

 

 ２．で記載の通り、時価総額の増加については、継続的な業績の向上及び市場評価の拡大 

が必要であると認識しております。 

 2022年５月末現在の流通株式時価総額 81.52 億円は、2022年５月期の予想営業利益29億 

円、予想当期利益 19 億円に基づいた企業価値であり、流通株式時価総額100億円は上記の 

目標の営業利益80億円に向けて十分達成できる水準であり、その経過目標である2026年５月 

期の売上高営業利益率８％を目指す過程においても十分達成可能な水準と考えております。 

 また、上記「８・８・１０」の中長期の目標等をお示しすることにより、市場評価の拡大 

を目指してまいります。株主・投資家の皆様への中長期の取組みの浸透、市場認知度向上等 

のＩＲ活動を通じて、市場価格のより適正な評価を通じて時価総額の増大につなげます。 

 

  ②ＥＳＧ経営の取組み 

   ＥＳＧ経営として以下の取組みを実施していきます。 

プライム市場の上場に相応しいガバナンス水準の充足を通じて、健全な事業の運営、社会 

的に投資家から信頼される企業を目指してまいります。企業の責任として、CO₂削減、環境 

リサイクル等へ積極的に取り組んでまいります。ひいては市場価格のより適正な評価を通 

じて時価総額の増大につなげてまいります。 

Ｅ．環境 

     ●環境寄与につながる製品開発をお客様へ提案 

      ・自動車関連のお客様に技術提案を行い、ＥＶ化への提案を加速 

     ●脱炭素社会への貢献 

      ・省エネ、不良率の低減を図り、エネルギー使用の効率化 

     ●循環型社会の実現 

      ・プラスチック樹脂材料のリユース、リサイクルの改善 

      ・梱包材のリサイクル推進、産業廃棄物の低減 
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Ｓ．社会 

     ●共創によるイノベーション 

      ・大学、研究機関、企業等との共創により、社会課題解決に向けた研究開発の継続 

     ●ダイバーシティ 

      ・従業員の多様性の尊重、安心して働ける社内環境を整備 

       －女性管理職比率の向上 

       －障がい者雇用率の政府方針値の遵守 

       －外国人実習生、社員の登用 

       －高齢者の継続雇用 

   Ｇ．企業統治 

     ●コーポレートガバナンス 

      ・企業統治と経営の透明性 

     ●コンプライアンスの徹底 

      ・企業倫理と法令遵守 

   これらのＥＳＧの取組みを着実に推進し、持続的な社会の実現に貢献し、企業価値を継続 

的に向上させてまいります。 

 

  ③株主還元 

    当社は、株主への利益還元を経営の最重要課題の１つと考えており、今後とも効率的な 

経営を行いながら、株主資本利益率の向上を図る方針であります。配当につきましては、 

安定的な配当を継続していくと同時に、業績に応じ積極的に株主に還元していくことを基 

本方針としております。 

 また、株主還元にあたっては、株主資本利益率を意識し、流通株式時価総額の向上へつ 

なげてまいります。 

内部留保資金につきましては競争力の維持・強化や経営基盤拡充のため、設備投資や研 

   究開発活動に充てる考えであります。 

 

 

以 上 
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新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書
（補 足 資 料）

三光合成株式会社
［東証 プライム市場 7888］

2022年8月26日
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上場維持基準の適合状況及び計画期間

株主数 流通株式数
流通株式
時価総額

流通株式
比率

当社の状況* 2022年５月31日 7,179人 240,350単位 81.52億円 78.3％

プライム市場上場維持基準 800人 20,000単位 100億円 35.0％

２０２２年５月31日時点の適合状況
上場維持基準未充足の項目 ✔

＊当社の状況は、東京証券取引所が2022年５月31日時点で把握している当社の株式分布表等をもとに算出

（１）適 合 状 況

2022年5月31日時点におけるプライム市場の上場維持基準への適合状況は、「流通株式時価

総額」については基準を充たさず

（２）計 画 期 間

2026年5月期までにプライム市場の全基準の充足を目指し、流通株式時価総額向上に向けた

各種取組を推進



































三光合成株式会社 Copyright © SANKO GOSEI LTD.

Disclaimer

このプレゼンテーションで述べられている三光合成株式会社の業績予想、計画、事業展開等に

関しましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断したものです。

マクロ経済や当社の関連する業界の動向、新たな技術の進展等によっては、大きく変化す

る可能性があります。

従いまして、実際の業績等が本プレゼンテーションと異なるリスクや不確実性がありますことを

ご了承下さい。また、大きな変更がある場合は、その都度発表していく所存です。


